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 1. 全体スケジュールについて 

■全体スケジュール 

年度 実施概要 検討内容 

平 

成 

27 

年 

度 

  

平 

成 

28 

年 

度 

  

平 

成 

29 

・ 

３０ 

年 

度 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協議会①

委員会①

協議会②

協議会③

協議会④

委員会②

委員会④

委員会⑤

委員会⑥

委員会⑦

委員会③

○ 企画・準備 

○ 予備調査の実施 

【委員会③】 都市圏の方向性（H28.10.26） 

・分科会開催結果を踏まえた都市圏の課題 

・都市圏の方向性について

【委員会④】 （H29.3.14） 

・本調査の結果を踏まえた都市圏将来像の設定 

・交通需要予測方法の検討

【委員会⑤】 交通需要予測、計画課題の検討（H29.7.19） 

・交通需要予測の検討・評価 

・都市圏の計画課題の検討

【委員会⑥】 都市交通計画の検討（H30.2.5） 

・都市交通計画の検討・評価 

【委員会⑦】 都市交通計画の策定（H30.6 頃） 

・都市交通計画の検討 

・実施体制の検討

○ パーソントリップ 

本調査の実施 

○ 交通実態の分析 

○ 都市圏将来像の 

検討 

○ 交通需要予測 

○ 計画課題の整理 

○ 都市交通計画の 

策定 

○ 実施体制の検討 

データの取りまとめ 

交通実態の分析 

広報の実施 

（本調査） 

交通需要予測

の条件整理等 

都市圏将来像の検討 交通需要予測 

既往計画の整理、現況分析、課題抽出 

調査の方法、内容の検討 

予備調査の実施（11 月中～下旬） 

予備調査の結果整理、本調査の方法検討 

パーソントリップ本調査の準備 

パーソントリップ本調査の実施 

都市交通計画の策定 

実施体制の検討 

広報の実施 

パブリックコメント 

計画課題の整理 

将来シナリオの設定、評価 

広報計画の検討

広報の実施 

（予備調査） 

【委員会①】 課題及び調査方法の検討（H27.12.14） 

・都市圏の課題の検討 

・課題に対応した調査方法の検討

【委員会②】 パーソントリップ本調査の検討（H28.2.1） 

・予備調査の結果を踏まえた調査方法の検討 

・必要な補完・付帯調査の検討

■委員会検討内容 
■第 5 回検討概要

パーソントリップ調査結果の報告

都市圏の計画課題の検討 

委員会⑤

都市圏将来像の設定 

交通需要予測の検討・評価 

■第 6 回検討概要

意見聴取 

委員会⑥（H30.2.5）

都市交通計画の検討・評価 

■第 7 回検討概要

意見聴取 

委員会⑦（H30.6 頃）

実施体制の検討 

都市交通計画の検討 
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 2. 第５回委員会における主たる意見と対応 

 

表 2.1 第５回委員会における主たる意見 

区分 No. 主たる意見（委員会後の意見シートを含む） 対応方針 備考 

パーソントリップ 

調査結果に 

ついて 

1  丹波島橋の渋滞はどのような車によるものか。  推計で確認する。 →通勤目的自動車交通の集中によるものである。 資料２ P38 

2  環状線が通過交通処理として機能しているかどうか。  推計で確認する。 →通過交通処理として機能している。 資料２ P42 

3  高齢者のどの層を対象にするなど、施策のターゲットを絞った方が今後の方向が見えるのではないか。  地域や対象者をイメージした施策を検討する。 資料２ P7 

4  中山間地の高齢者交通について、特性を確認する必要がある。  地域別に特性や意向を分析する。 →まちなかに比べ公共交通への転換意向が低い。 資料２ P6 

5 
 自宅発の短距離自動車の行き先について、通勤目的自動車利用短距離移動は、車を利用せざるを

得ない方が利用しているのかどうか。 

 長野市中心部では短距離通勤目的利用の自動車利用は少ない。郊外や中山間部での利用

がほとんど。 
参考 PⅡ-86 

6  自動車１台あたりの、平均乗車人員を増やす取り組みも考えられる。  PT 調査結果では平均 1.26 人。施策として検討する。 参考 PⅡ-23 

7  しなの鉄道による都市圏外からの来訪者は把握しているか。 

 域外からの流動のみ把握し、利用交通手段は把握できていない。 

 しなの鉄道の駅間通過人員は、列車本数に比例し、篠ノ井駅に近いほど多い。（しなの鉄道総

合連携計画より） 

参考 PⅡ-66 

8 
 篠ノ井、川中島、千曲市を起点とした橋梁部移動特性を比較するなどして、手段転換を促すターゲット

や特性を検討してはどうか。（委員会後の意見） 

 対象を明確化するためにも、橋梁部の交通特性や経路などを分析する。篠ノ井地区のパークア

ンドライド可能性についても整理する。 
資料２ P16 

9 
 高齢者の移動特性を分析し、施策のターゲットを絞った施策を検討する必要がある。（委員会後の意

見） 

 高齢者は前期後期高齢で区分し、集計整理を行う。地域や対象者をイメージした施策を検討

する。 
参考 PⅡ-82 

10  観光交通について、目的地別に移動手段と改善点を確認してはどうか。（委員会後の意見）  地域別に特性や意向を分析する。 参考 PⅡ-40 

交通需要 

予測の 

検討・評価 

11 
 公共交通の料金を低下した場合の予測を行ってはどうか。 

 将来を見据え、人件費をゼロと想定した場合の試算なども考えてはどうか。 
 予測モデル上では、料金が支配的ではなく、料金を下げても利用者は増加しない。 参考 PⅢ-9 

12 
 構成市町の立地適正化計画と整合を図る必要がある。 

 人口の維持は難しいのではないか。 

 人口の維持は困難だが、人口割合の維持を目標に掲げている。 

 各市町の計画目標との整合性は確認する。 
参考 PⅢ-14 

13  拡散型の人口配置を前提として、より公共交通が悲観的な状況も確認と共有が必要ではないか。  悲観シナリオを考慮する。 参考 PⅢ-14 

14 
 自動車の利便性を下げるために、課金や遠回りを強いるなど、公共交通と自動車の利便性のバランス

をどう取るべきか考える必要がある。  予測では、橋梁部課金（100 円想定）で交通量は 25％削減する。（他の橋梁部へ転換） 

 バス専用レーンの有効性など、別途検討する場を設けて取り組みを始める。 
資料２ P41 

15  橋梁部のロードプライシングは世界的にも例があり実現可能。橋梁部の渋滞緩和にもなる。 

16 
 バス交通のハブ＆スポークの取り組み事例を踏まえ、目的施設も乗換拠点に集約するケースが検討で

きないか。 

 機関分担モデルでは、目的施設イグレス距離がパラメータとして寄与しないため、モデルでの検

討は困難。 

 目的施設が近傍にあるまちなかゾーンのバス利用特性や、先進事例から効果を確認する。 

資料２ P11 

17 
 駐車料金など、自動車利用コストを取り込んではどうか。ピーク／オフピークで変数が異なるではない

か。自動車利用負荷と公共交通への転換を検討してはどうか。（委員会後の意見） 
 予測モデル上では、料金が支配的ではない。橋梁部のプライシングについて検討を行う。 資料２ P41 

18 
 丹波島橋の利用者に絞った予測モデルや、高齢者の居住地別手段選択モデルを検討してはどうか。

（委員会後の意見） 

 公共交通の利用サンプルに限りがあるため、有意なモデル構築が難しい。現況の利用実態の

分析を地域や属性で行う。 
参考 PⅢ-11 

19 
 長野市中心部の道路交通容量を確認し、混雑状況の精査や歩行者優先化の検討に活用すべき。（委

員会後の意見） 

 交通量配分用の交通容量は、車線数と沿道土地利用に応じて設定している。歩行者優先化

の検討は、セルを細分化した提案を行う。 
資料２ P43 

20 
 各市町の人口集約化による交通量を確認する必要がある。また、網計画や連携計画が想定する公共

交通利用率を踏まえた交通量変化を確認する必要がある。（委員会後の意見） 

 予測は、各市町の計画を踏まえて行っている。 

 公共交通利用が増加した場合であっても、自動車交通に与える影響はわずかである。 
参考 PⅢ-14 

・第５回委員会（H29.7.19）における主な意見と、意見に対する対応は次の通りである。 
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区分 No. 主たる意見（委員会後の意見シートを含む） 対応方針 備考 

計画課題の 

検討 

21  公共交通の抜本的な解決は難しい。特区で規制緩和くらいやらないと解決できないのではないか。  施策については、地域の意見を聞く分科会を開催し計画に反映したい。 参考 PⅣ-1 

22  地震被害などを想定し、ネットワーク信頼性を確認してはどうか。 
 計画ではリダンダンシーに触れる程度である。 

 河川断面について、ネットワーク信頼性を向上する構想道路を検討する。 
資料２ P50 

23  観光交通の対象となる観光地はどう考えるか。  施策検討とあわせて対象となる観光地・観光ルートを考える。 資料２ P62 

24 
 国では、コンパクト・プラス・ネットワークの考えを示しているが、拠点を結ぶネットワークが付いてこないの

が現状。 
 拠点とネットワークを考え、交通拠点候補を検討する。 資料２ P13 

25 
 ハブ＆スポークのように新しい拠点が設けられそうな場所を市町で検討し、施策として打ち出してはどう

か。 

26  免許を返したくても返せない高齢者や、移動の手段がない地域をどのようにカバーすべきか。  自動運転や相乗りなども視野に入れて検討する。 資料２ P23 

27  完全自動運転はもう少し時間がかかるが、視野には入れておくべき。  視野に入れて検討する。 資料２ P20 

28 
 ３本の柱はいずれも公共交通機関の利用向上が必要。具体的な方法や対策を示すべき。（委員会後

の意見） 
 公共交通の利用向上は前提と考え、手段転換に向けた施策を検討する。 資料２ P5 

29 
 道路整備による公共交通の定時性向上が、結果として利用率の向上につながるような施策も検討すべ

き。（委員会後の意見） 
 バス専用レーンの有効性など、別途検討する場を設けて取り組みを始める。 資料２ P39 

30 
 髙い自動車分担率の要因は個人の意識改革が大きく、働き方改革や公共交通利用の通勤など、大胆

な打ち出しが必要。（委員会後の意見） 
 公共交通の利用向上は前提と考え、手段転換に向けた施策を検討する。 資料２ P5 
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 3. 都市圏の課題と方向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1 都市圏の課題と方向性 

（１）人々の暮らしの足をまもる、支えあう 
○公共交通をまもる、支えあう 
 ・乗り換えサービス向上（乗換拠点整備） 

・シェアリング  ・新たな公共交通 
○冬季の暮らしをまもる 
 ・除雪（車道、歩道、バス停） 
○高齢者の暮らしをまもる 
 ・移動支援  ・高齢者に優しいみちづくり

（２）資産（ストック）を活用し、拠点とネットワークから 
なるまちへ変える

○市町間、拠点間ネットワーク強化 
 ・河川、鉄道横断部の容量増、交通運用 
 ・幹線道路整備  ・幹線公共交通の機能強化 
 ・リダンダンシーの確保 
○長野市中心部交通の充実 
 ・トランジットモール化と賑わいづくり 
 ・短距離移動支援  ・長野駅交通拠点強化 
○まちなか、拠点内交通の強化 
 ・短距離移動支援  ・駅、駐車場等拠点強化 
 ・バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

（３）観光ネットワークをつくる 
○観光交通ネットワークの充実 
 ・来街者移動の支援 
 ・観光拠点間ﾈｯﾄﾜｰｸ強化（道路、公共交通） 
○観光交通の充実 
 ・自転車対応  ・情報提供、多言語対応 

特徴的ポイントを踏まえた 
都市圏の今後の方向性 

（方向性の柱） 

●暮らしの中での自動車利用 
 （将来的にも利用率は微増） 
●既存ストックの利用状況（河川横断部の混雑） 
 （通勤割合は減少するも混雑解消は困難） 
●暮らしの足となる公共交通の状況 
 （公共交通利用減少で、サービス維持困難） 
●高齢者の暮らしと交通行動 
 （高齢者の自動車利用は引き続き増加） 
●観光交通の状況（来街者の行動、広域交通） 

都市圏の特徴的なポイント 

広域交通や高速交通体系の 

充実を踏まえ、活用のあり方や 

機能の高め方 

交通システムや 

サービス水準のあり方 

交通面からみて望ましい 

都市構造のあり方、 

人口や都市機能の分布のあり方 

都市圏の拠点としての 

長野中心部の交通や、 

アクセスのあり方 

市町中心部や 

まちなかにおける交通や、 

アクセスのあり方 

身近な生活拠点・観光拠点に 

おける交通や、 

アクセスのあり方 

現況、上位計画等からみた 

都市圏の課題 
分科会意見、主要施策を踏まえた

交通からみた都市圏の方向性 

＜課題＞ 
・鉄道の利用促進や域内交通との連携の検討 

・幹線道路の整備 

・優先順位の検討 

＜課題＞ 
・駅と観光地や観光地同士を結ぶ公共交通の検討 

・広域観光（白馬、県外）への対応の検討 

・サイクリング、トレイル、テーマを持った取組みの検討 

＜課題＞ 
・行政界を越えた公共交通の連携の検討 

・物流・観光交通など、組み合わせや連携の検討 

・高齢者、福祉の移動性や、タクシーの柔軟利用検討 

＜課題＞ 
・歩道者優先のまちづくり（トランジットモール等） 

・まちなかへの公共交通アクセスの利便性向上 

・施設と連携した交通環境づくり 

パーソントリップ調査等からみた 
都市圏の方向性 

＜実態調査からみた課題＞ 
・広域的な流動への対応、リダンダンシー向上の検討 

・二次交通の検討 
・広域交通と域内交通の連携の検討 

＜実態調査からみた課題＞ 
・都市圏内外の回遊を支える交通の検討 

・域内二次交通の検討 

・さまざまな訪日外国人への対応、情報提供 

＜実態調査からみた課題＞ 
・人口構造や交通行動の変化に対応した交通体系の検討 
・住み替え意向や交通手段転換可能性を踏まえた検討 
・高齢者の移動を支援する交通体系の検討 

＜実態調査からみた課題＞ 
・短距離の移動を支える交通環境の検討 
・住み替え意向や交通手段転換可能性を踏まえた検討 
・まちなかのストックの有効活用 

広域的な都市交通

ネットワークの機能

強化、利用促進 

高速交通体系と 

一体化した観光客

の移動環境向上 

暮らしを支える 

これからの 

交通システムづくり

拠点強化に資する

まちなか 

交通環境充実 

予測結果からみた課題 

＜課題＞ 
・高い自動車分担率を前提とした混雑緩和やかしこい車の利用 

・通勤目的交通の割合は減少するが、朝夕のピーク時混雑への対応

は継続的課題 

・公共交通利用減少のなか、鉄道・バスサービスの維持・確保 

＜予測結果の概要＞ 
・人口減少に応じた交通量の減少 

・自動車分担率は微増、公共交通利用は一層減少 

・将来像実現（マスタープラン実現）型人口配置でも、

交通手段の傾向は変化無し 


